
Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｇｏａｌｓ
(持続可能な開発目標）

2016年から2030年の15年間で国連加盟国すべてが持続可能な社会を
目指す17の国際目標のことです。

【１列目】1～6（社会分野）
主に発展途上国の基礎的な課題

【2列目】7～12（経済分野）
主に先進国や企業で取り組む課題

【3列目】13～17（環境分野）
地球規模で取り組むグローバルな課題

17の目標とそれらを達成するための具体的な169のターゲットで構成されています

【17の目標】

企業、ＮＰＯ／ＮＧＯなど各種団体、地方自治体、教育機関、市民社会、そして
各個人とすべての主体がこの目標を共有し、それぞれの立場から取り組んでい
く事が求められています。

Ａ．国連に加盟しているすべての国です。
しかしこの大きな課題は政府や省庁だけで進めていけるものではありません。

Ｑ．ＳＤＧｓに取り組むのは誰でしょうか？

Ｑ．ＳＤＧｓのＳ「サスティナブル」（持続可能な）とは？

Ａ．未来の世代を犠牲にすることなく現在の要求を満たす開発のことです。
例えば、ガソリンで走る車は、やがて枯渇する石油燃料を使っている事、ＣＯ２排出
により地球環境にダメージを与えている事により「持続可能」とは言えません。

持続可能な企業

地球環境を破壊しない
企業活動をしている

その企業の生産物やサービスが消費者に
とって継続的に購入・利用したいものである

従業員にとっても働
きやすい職場である



【ＳＤＧｓ私たちの身近な目標】 甲府市男女共同参画推進委員会
令和３年６月パネル展にて調査

甲府市プロモーションキャラクター「こうふＰＲ大使武田ハルくん」

日々剣術の稽古に励んでいる９歳の男の子。ほうとうが大好物で将来は強い”さむらい“になりたい



目標５「ジェンダー平等を実現しよう」をターゲットごとに見てみよう

人身売買や性的、その他の種類の搾取など、全ての女性及び
女児に対する、公共・私的空間におけるあらゆる形態の暴力を
排除する。

未成年者の結婚、早期結婚、強制結婚及び女性器切除など、あらゆ
る有害な慣行を撤廃する。

公共のサービス、インフラ、及び社会保障政策の提供、並び
に各国の状況に応じた世帯・家族内における責任分担を通じ
て、無報酬の育児・介護や家事労働を認識・評価する。

共働き世帯が増えている現在
においても家庭と仕事の両立で、
女性が負担を強いられている
ケースが少なくない

私たちが生活している中にも関係している
ことがたくさんあるよ「ジェンダーに敏感な
視点」で日常を見てみよう!!

最前線でコロナの危機と闘っている医療
従事者の70％は女性です（医師は30～
40％看護師・保健師は80％）そのうえ、
家事労働は男性の3倍を担っている

ターゲット5.2

ターゲット5.3

ターゲット5.4

あらゆる場所における全ての女性及び女児に対するあらゆる
形態の差別を撤廃する。

ターゲット5.1

※ジェンダー（ｇｅｎｄｅｒ）とは
生物学的な性別（ｓｅｘ）に対して社会的に作られた性別のことです。

日本の男女の賃金格差は男性の賃金に対して女性は
74％と世界ワースト2位（2019年）で、その背景には女性

の非正規雇用の多さやジェンダーが問題で、ひとり親家
庭の貧困やＤＶの増加もコロナ禍でさらに加速している。



政治、経済、公共分野でのあらゆるレベルの意思決定におい
て、完全かつ効果的な女性の参画および平等なリーダーシップ
の機会を確保する。

ターゲット5.5

国際人口・開発会議（ＩＣＰＤ）の行動計画及び北京行動綱領、
並びにこれらの検証会議の成果文書に従い、性と生殖に関する
健康及び権利への普遍的アクセスを確保する。

2019年度の地方公務員の男性の育児休業取得率が、
山梨県は2.8％(平均8％）

ターゲット5.6

ターゲット5.ａ

ターゲット5.ｃ

ターゲット5.ｂ

女性に対し、経済的資源に対する同等の権利、並びに各国法に
従い、オーナーシップ、及び土地その他の財産、金融サービス、
相続財産、天然資源に対するアクセスを与えるための改革に着
手する。

女性の能力強化促進のため、ＩＣＴをはじめとする実現技術の
活用を強化する。

ジェンダー平等の促進、並びに全ての女性及び女子のあらゆ
るレベルでの能力強化のための適正な政策及び拘束力のあ
る法規を導入・強化する。


